
じいじとばあばが大好き☆
中屋 十碧くん（１）

　ニコニコ笑顔の十碧くん。人見知りもしないの
で、すぐに仲良しになれました。お気に入りの車の
おもちゃでお利口さんに遊んでいるかと思えば、引
き出しをひっくり返したりといたずらもしています。
　たくさん遊んでくれる祖父・幸彦さんと祖母・ゆ
かりさんのことが大好き。２人の住む向かいの家
へ遊びに行きたい ！  とアピールします。最近、喜
怒哀楽の感情表現が少しずつ出てきた十碧くん。
たくさん会話ができる日を、家族みんな楽しみにし
ています♪

課題乗り越え、規模拡大へ
佐藤 宏哉さん（32）

　子どもの頃から、両親のピーマン栽培の手伝い
をしていた宏哉さん。後を継ぎたいと、東京農業
大学へ進み、種なしパプリカの研究などに打ち込
みました。「両親が作っていない農産物に触れてみ
たい」と卒業後は埼玉県でカブや枝豆を栽培する
農家のもとで２年間研修。吉良川町へ戻り、就
農７年目を迎えます。
　今の課題は、４月以降のうどんこ病などの病害
虫対策です。硫黄剤に頼らない方法を毎年、工
夫を加えながら模索しています。今作は、前作か
ら苗を100本増やしました。密植することで湿度管
理なども調整して、病害虫も抑えていきたいと考
えています。「１つ１つ課題を乗り越えながら、今
後は規模も拡大していきたい」と一歩ずつ歩みを
進めています。

吉良川支所
管内より

多肉植物の世界に魅せられて
石見 禮子さん（77）

　紅葉期を迎えた多肉植物がずらりと並ぶ、禮子さん
のお庭。色鮮やかに染まった植物が、キラキラと輝い
てとっても綺麗ですね。多肉植物との出合いは、約
20年前。園芸店で真っ赤なオボロヅキを見つけて、
「かわいい ！ 」と一目で心を奪われました。以降、多
肉植物の個性的な姿やかわいらしさに魅せられて夢中
で育ててきました。メリーガーデンや吉川植木庭園セ
ンターなどで購入した植物を、種まきや挿し芽をして
増やしています。
　多肉植物には夏型、冬型、春秋型があります。冬
型の植物に、夏に水をやり過ぎて枯らしてしまうなど、
失敗もたくさん経験しました。お気に入りは、色鮮や
かな「火祭り」や「銘月」、クリーム色の花が咲くサ
ボテン「兜」など。「趣味を通じて、交流できる友人
ができるのも嬉しい」と多肉植物好きの友人と過ごす
時間も楽しみです。

田野支所管
内より

室戸支所管内より

ヨギボーがお気に入りだよ♪
杏樹くん（８）
飼い主：眞田 伸彦さん

　長いふわふわの毛にコロンとした丸いシルエットがか
わいい、ポメラニアンの杏樹くん。お散歩している後ろ
姿も、揺れる尻尾やお尻のかわいさに釘付け ！  お散
歩中は誰とでも仲良くしますが、家や車など自分のテリ
トリー内で近寄ろうとすると吠えて怒るそうです。家で
は、ヨギボーを掘って寝るのがお気に入り。いつも伸
彦さんの長男と一緒にヨギボーで寝ています。
　家族が車に乗って出かけようとすると、「ボクも連れ
てって ！ 」とクルクル回っておねだり。「杏樹はお留守
番ね」と言われると、尻尾をしょぼんとさせて残念がる
そうです。想像しただけで、チャーミングですね♪

なか や　 と　あ

奈半利支所管内より

火祭り 銘月
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地区内のイベントや、地域農家の取り組みなどを紹介します！

ポンカン園地の物件紹介動画公開
町外や県外から後継者呼び込む

東洋支所

地区本部

中芸広域連合・室戸市消防本部へ
救急自動車資器材や指揮車寄贈

贈呈式に臨む川竹常務㊥と松岡本部長㊧（中芸）寄贈された指揮車を確認する参加者（室戸）

　

安
芸
地
区
と
共
済
連
高
知
は
１
月

27
日
、
中
芸
広
域
連
合
消
防
本
部
へ

救
急
自
動
車
資
器
材
一
式
を
寄
贈
し

ま
し
た
。
資
器
材
は
人
工
呼
吸
器
や

自
動
心
肺
蘇
生
器
な
ど
で
、
同
消
防

本
部
が
導
入
し
た
救
急
自
動
車
に
搭

載
し
活
用
さ
れ
ま
す
。　
　
　

　

31
日
に
は
、
室
戸
市
消
防
本
部
へ

指
揮
車
と
産
業
用
ド
ロ
ー
ン
２
機
を

寄
贈
し
ま
し
た
。
指
揮
車
は
災
害
現

場
で
関
係
機
関
と
の
連
携
・
調
整
な

ど
に
、
ド
ロ
ー
ン
は
山
火
事
や
土
砂

災
害
時
の
状
況
確
認
や
避
難
誘
導
に

活
用
さ
れ
ま
す
。

　

共
済
連
高
知
の
松
岡
隆
民
本
部
長
は

「
中
芸
や
室
戸
は
津
波
の
被
害
も
心
配

さ
れ
て
お
り
、
も
し
も
の
時
は
被
害

を
最
小
限
に
抑
え
て
ほ
し
い
」
と
強

調
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
川
竹
壽
栄
常
務

は
「
共
済
事
業
に
携
わ
る
Ｊ
Ａ
と
し

て
、
今
後
も
地
域
住
民
の
安
全
安
心

と
救
命
に
つ
な
が
る
地
域
貢
献
活
動

を
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

果樹部ポンカン部会安芸ユズ加工場

南国市でポンカン消費宣伝

　

果
樹
部
ポ
ン
カ
ン
部
会
は
１
月

16
日
、
南
国
市
の
「
サ
ニ
ー
ア
ク

シ
ス
」
で
消
費
宣
伝
活
動
を
実
施
。

特
産
の
「
土
佐
よ
さ
こ
い
ポ
ン
カ

ン
」
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

糖
酸
度
光
セ
ン
サ
ー
を
通
し
た

糖
度
12
以
上
の
特
選
ポ
ン
カ
ン
を

販
売
。
来
店
者
は
「
ポ
ン
カ
ン
は

甘
く
て
美
味
し
い
。
東
洋
町
な
ど

へ
は
遠
く
て
買
い
に
行
け
な
い
の

で
嬉
し
い
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

生
産
者
の
千
光
士
尚
史
さ
ん
は

「
店
頭
に
立
つ
こ
と
で
、『
土
佐
よ

さ
こ
い
ポ
ン
カ
ン
』
の
知
名
度
を

高
め
、
ブ
ラ
ン
ド
を
県
内
に
定
着

さ
せ
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

ラジオ版「産直！ゆずレター」

来店客にポンカンをＰＲする千光士さん㊧土佐さん㊨と収録に挑むユズ生産者ら

「Bar Yuzu Kochi」のインスタ画像とＱＲコード

　

高
知
県
ゆ
ず
振
興
対
策
協
議
会

は
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
と
ウ
エ

ブ
サ
イ
ト
「
Ｂ
ａ
ｒ　
Ｙ
ｕ
ｚ
ｕ　
Ｋ
ｏ

ｃ
ｈ
ｉ
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

高
知
の
ユ
ズ
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す

る
こ
と
が
目
的
。「
爽
や
か
で
大
人

な
体
験
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
県
内

バ
ー
テ
ン
ダ
ー
に
よ
る
ゆ
ず
カ
ク

テ
ル
を
毎
週
金
曜
日
に
投
稿
。
カ
ク

テ
ル
の
写
真
や
店
舗
情
報
を
掲
載

し
て
い
き
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
ス
ト

レ
ス
解
消
に
自
宅
カ
ク
テ
ル
も
提

案
。「
自
分
で
作
る
体
験
」
と
し
て
、

若
い
世
代
に
癒
し
や
楽
し
さ
を
提

供
す
る
と
と
も
に
、
高
知
県
産
ユ
ズ

フ
ァ
ン
の
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

　

安
芸
市
の
ユ
ズ
生
産
者
ら
は
１

月
、
高
知
放
送
ラ
ジ
オ
「
産
直
！  

ゆ
ず
レ
タ
ー
」
の
収
録
に
挑
み
ま

し
た
。

　

番
組
で
は
、
土
佐
か
つ
お
さ
ん
と

一
緒
に
ユ
ズ
や
ミ
ツ
カ
ン
の
ぽ
ん

酢
「
ま
っ
こ
と
ゆ
ず
」
の
魅
力
を
発

信
。
リ
ス
ナ
ー
か
ら
投
稿
い
た
だ
い

た
ユ
ズ
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

や
、
ほ
ん
わ
か
ゆ
ず
川
柳
も
紹
介
し

ま
し
た
。
生
産
者
の
小
松
正
知
さ
ん

は
「『
ま
っ
こ
と
ゆ
ず
』
は
香
り
が

良
く
、
肉
料
理
な
ど
何
に
で
も
合

う
」
と
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
収
録
は
計

８
回
行
い
、
１
月
、
２
月
の
毎
週
水

曜
日
に
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

高知県ゆず振興対策協議会

インスタでユズカクテル新提案

完成動画を確認する生田さん㊨と中平さん

　

東
洋
町
ポ
ン
カ
ン
振
興
対
策
協
議

会
は
１
月
17
日
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
の

公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
「
東
洋
町
の
ポ
ン

カ
ン
」
で
ポ
ン
カ
ン
園
地
の
物
件
紹

介
動
画
を
公
開
し
ま
し
た
。
後
継
者

不
在
や
耕
作
放
棄
後
間
も
な
い
園
地

の
売
貸
物
件
情
報
を
紹
介
。
町
外
や

県
外
か
ら
後
継
者
を
呼
び
込
み
、
産

地
維
持
へ
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

　

物
件
紹
介
動
画
の
公
開
は
、
担
い

手
不
足
対
策
の
一
環
。
高
齢
化
な
ど

で
町
内
で
の
担
い
手
確
保
が
困
難

だ
っ
た
た
め
、
広
く
情
報
発
信
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
安
芸
農
業
振
興

セ
ン
タ
ー
の
中
平
智
章
さ
ん
が
、
マ
ン

シ
ョ
ン
の
賃
貸
物
件
紹
介
動
画
か
ら
発

想
を
得
て
、
動
画
を
制
作
し
ま
し
た
。

　

第
１
弾
は
、
生
田
昌
さ
ん
の
園
地

の
一
部
、
段
々
畑
15
ア
ー
ル
を
紹
介

し
ま
す
。
実
際
に
園
地
を
歩
い
て
人

の
目
線
で
撮
影
。
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ

た
空
か
ら
の
映
像
も
入
れ
、
鳥
獣
害

な
ど
の
課
題
点
も
そ
の
ま
ま
映
し
出

し
ま
し
た
。
生
田
さ
ん
は
「
大
切
に

守
っ
て
き
た
園
地
を
引
き
継
い
で
ほ

し
い
」
と
願
っ
て
い
ま
す
。
中
平
さ
ん

は
「
現
地
へ
行
か
な
く
て
も
臨
場
感

が
伝
わ
る
よ
う
に
し
た
」
と
Ｐ
Ｒ
。
園

地
物
件
情
報
は
今
後
も
公
開
予
定
で

す
。
東
洋
町
は
、
ポ
ン
カ
ン
栽
培
の
後

継
者
候
補
と
し
て
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
募
集
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

果樹部

ポンカン７産地食べ比べ

ポンカンを試食しながら、意見を交わす部員ら

　

果
樹
部
は
１
月
27
日
、
県
外
産

ポ
ン
カ
ン
の
試
食
会
を
東
洋
町
、

室
戸
市
、
安
芸
市
で
開
催
。
部
員

や
関
係
者
27
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

愛
媛
県
や
大
分
県
な
ど
６
産
地

と
、
安
芸
地
区
産
「
土
佐
よ
さ
こ

い
ポ
ン
カ
ン
」
を
用
意
。
商
品
の

荷
姿
、
詰
め
方
、
果
実
の
外
観
、
食

味
を
比
較
し
ま
し
た
。
部
員
は
「
こ

の
箱
は
デ
ザ
イ
ン
が
良
い
」「
こ
の

産
地
は
糖
が
高
い
」
な
ど
意
見
交

換
し
ま
し
た
。
千
光
士
尚
史
部
長

は
「
食
べ
比
べ
る
こ
と
で
自
分
た

ち
の
立
ち
位
置
も
分
か
り
、
自
信

に
も
繋
が
る
。
さ
ら
に
販
路
を
拡
大

し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。



の
深
さ
は
、
接
木
部
分
が
地
表
面
に
出
る

よ
う
浅
植
え
と
し
ま
す
。
深
植
え
す
る

と
、
カ
ン
キ
ツ
す
そ
腐
病
が
発
生
し
や
す

く
な
り
、
枯
死
す
る
場
合
も
あ
る
の
で
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
風
に
よ
る
倒
伏
を
防
ぐ
た
め
、

支
柱
で
固
定
し
、
植
え
付
け
が
完
了
し
た

ら
十
分
に
灌
水
し
ま
し
ょ
う
。
ワ
ラ
や
ポ

リ
マ
ル
チ
を
被
せ
、
乾
燥
と
雑
草
の
発
生

を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

【
苗
の
切
り
返
し
】

　

１
年
生
苗
や
強
い
枝
の
出
て
い
な
い
２
年

生
苗
は
、
接
木
部
分
か
ら
20
〜
30
㎝
上
で

切
り
返
し
、
強
い
枝
の
発
生
を
促
し
ま
す
。

輪
状
芽
（
春
芽
と
夏
芽
の
境
目
）
が
あ
る

場
合
は
、
そ
れ
よ
り
下
で
切
り
返
し
ま
す
。

輪
状
芽
よ
り
下
が
15
㎝
よ
り
短
い
場
合
は
、

輪
状
芽
の
上
の
充
実
し
た
芽
が
２
〜
３
芽

あ
る
位
置
で
切
り
返
し
て
く
だ
さ
い
。
主

枝
ま
た
は
亜
主
枝
候
補
と
し
て
使
え
そ
う

な
強
い
枝
の
つ
い
て
い
る
２
年
生
苗
は
、
そ

れ
ら
を
強
め
に
切
り
返
し
た
後
、
枝
の
方

向
を
考
え
て
植
え
付
け
て
く
だ
さ
い
。

安芸地区版

安
芸
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
０
８
８
７‐３
４‐０
１
３
８

振
興
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り　
　

壌
の
水
分
不
足
、
単
花
処
理
時
期
の
遅

れ
な
ど
に
よ
っ
て
発
生
し
て
、
成
り
疲

れ
、
根
の
老
化
、
過
繁
茂
、
摘
葉
な
ど

で
助
長
さ
れ
ま
す
。

　

対
策
と
し
て
次
の
点
に
留
意
し
ま

し
ょ
う
。

・
着
果
過
多
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
一
芽

摘
芯
・
一
芽
切
り
戻
し
の
徹
底
、
不

良
果
の
除
去
を
行
い
ま
す
。　

・
土
壌
水
分
を
十
分
把
握
し
て
基
本
は

晴
天
続
き
で
あ
れ
ば
毎
日
灌
水
を
行

い
ま
す
。

・
曇
雨
天
後
の
晴
天
日
に
は
蒸
散
量
の

急
増
な
ど
、
特
に
発
生
し
や
す
い
の

で
早
朝
か
ら
灌
水
を
行
い
ま
す
。

・
温
度
、
湿
度
の
管
理
を
こ
ま
め
に
行

い
、
急
激
な
温
度
上
昇
、
乾
燥
を
さ

せ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
樹
勢
の
維
持
の
た
め
に
、
肥
料
切
れ
、

病
害
発
生
を
さ
せ
な
い
よ
う
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

・
収
穫
作
業
は
果
実
温
度
が
上
が
ら
な

い
早
朝
か
ら
行
い
、
収
穫
物
に
直
射

日
光
・
荒
風
が
当
た
ら
な
い
管
理
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

ナ
ス

栽
培
管
理

　

３
月
に
入
る
と
ボ
ケ
果
の
発
生
が

増
加
し
ま
す
。
発
生
原
因
は
様
々
な

要
因
が
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
圃
場

を
観
察
し
栽
培
管
理
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

安芸営農経済センター
営農指導課
芸東ブロック
安岡　豊生

安芸営農経済センター
営農指導課
中芸ブロック
久保　巴哉

【
灌
水
・
追
肥
】

　

灌
水
は
１
〜
２
日
ご
と
を
目
安
と
し

て
、
着
果
数
・
開
花
数
や
日
射
量
の
増

加
に
応
じ
て
灌
水
量
ま
た
は
回
数
を
増

や
し
て
い
き
ま
す
（
ハ
ウ
ス
野
菜
栽
培

管
理
こ
よ
み
資
料
・
14
参
照
）。
特
に

換
気
量
の
増
加
に
伴
い
、
畝
の
肩
部
が

乾
燥
し
や
す
く
な
る
の
で
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
１
ヶ
月
あ
た
り
の
施
肥
量
は
、

10
ア
ー
ル
当
り
チ
ッ
ソ
成
分
で
７
〜
９
㎏

を
目
安
と
し
、
１
回
あ
た
り
の
量
は
灌

水
間
隔
に
よ
っ
て
調
整
し
ま
す
。

【
整
枝
・
摘
葉
】

　

日
射
量
の
増
加
に
合
わ
せ
て
葉
面
積

を
十
分
に
確
保
し
ま
す
（
上
位
側
枝
を

伸
ば
す
な
ど
）。
ふ
と
こ
ろ
は
混
み
合

わ
な
い
よ
う
に
適
度
に
整
枝
・
摘
葉
し

ま
す
。

【
ボ
ケ
果
対
策
】

　

ボ
ケ
果
は
果
実
の
水
分
不
足
に
よ
る

も
の
で
あ
り
、
果
実
の
肥
大
後
期
か
ら

収
穫
期
ま
で
の
日
中
の
高
温
乾
燥
、
土

【
定
植
の
準
備
】

　

定
植
後
に
根
が
伸
び
る
部
分
は
通
気
、

排
水
の
よ
い
土
壌
に
改
良
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
植
え
穴
は
直
径
１ｍ
、
深
さ
30
㎝

以
上
掘
り
、
定
植
の
２
週
間
前
ま
で
に
完

熟
堆
肥
10
㎏
、
苦
土
石
灰
６
０
０ｇ
、
よ

う
り
ん
３
０
０ｇ
を
入
れ
、
掘
り
上
げ
た

土
と
よ
く
混
ぜ
て
お
き
ま
す
。

【
植
え
付
け
】

　

春
植
え
は
寒
さ
が
緩
ん
だ
３
月
中
旬
〜

４
月
上
旬
頃
に
定
植
し
ま
す
。
早
め
に
苗

を
購
入
し
た
場
合
は
、
植
え
る
ま
で
仮
植

を
す
る
な
ど
し
て
、
根
が
乾
か
な
い
よ
う

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。　

　

植
え
付
け
は
根
を
放
射
状
に
広
げ
、
傷

み
の
あ
る
根
は
健
全
な
部
分
ま
で
切
り
返

し
、
有
機
入
り
化
成
か
緩
行
性
肥
料
を
混

ぜ
な
が
ら
土
を
埋
め
戻
し
ま
す
。
苗
木
を

軽
く
持
ち
上
げ
る
よ
う
に
し
な
が
ら
足
で

軽
く
踏
み
つ
け
、
細
い
棒
で
突
き
込
み
、

根
と
土
を
な
じ
ま
せ
ま
す
。
中
心
部
分
の

土
の
高
さ
が
20
㎝
程
度
に
な
る
よ
う
に
土

を
盛
っ
て
植
え
付
け
て
く
だ
さ
い
。
苗
木

　

剪
定
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
新

植
や
老
朽
化
し
た
樹
の
更
新
の
た
め
、

苗
木
の
定
植
を
す
る
場
合
は
事
前
に

十
分
な
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

カ
ン
キ
ツ 

定
植

新しい原料原産地表示制度（表１）
※原材料の生鮮食品と加工食品による記載方法の違い加工食品の一括表示例（表２）

小
笠
原　

孝
子

す
べ
て
の
食
品
等
事
業
者
に
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
義
務
化

は
じ
め
に

　

平
成
30
年
に
食
品
衛
生
法
等
の
一
部
が
改

正
さ
れ
て
、
令
和
３
年
６
月
か
ら
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ

Ｐ（
ハ
サ
ッ
プ
）
に
沿
っ
た
衛
生
管
理
の
制
度

も
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
新
し
い
制
度
の

ポ
イ
ン
ト
を
説
明
し
ま
す
。

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
沿
っ
た
衛
生
管
理
の
制
度
化

　

制
度
化
は
令
和
２
年
６
月
か
ら
施
行
さ
れ

て
お
り
、
食
品
等
事
業
者
（
食
品
の
製
造
・

加
工
・
調
理
・
販
売
等
）
が
対
象
と
な
り
、

衛
生
管
理
計
画
の
作
成
が
必
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。
農
産
物
直
販
所
等
に
漬
物
等
を
出
品

し
て
い
る
加
工
者
も
全
て
対
象
で
す
。

　

小
規
模
な
事
業
者
は
業
界
団
体
が
作
成
し

た
手
引
書
を
活
用
し
て
簡
略
化
し
た
も
の
で

構
わ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
手
順
の
紹
介

①
手
引
書
を
入
手

　

衛
生
管
理
に
取
り
組
む
事
業
者
の
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、
食
品
事
業
者
団
体
が
手
引

き
書
を
作
成
し
て
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
様
々
な
種
類
の
手
引
き
書
を
公
開

し
て
い
ま
す
。【
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
手
引
書
】
で
検

索
し
、
自
分
の
加
工
内
容
に
合
う
手
引
き
書

を
入
手
し
ま
す
。

②
手
引
書
に
沿
っ
て

　

衛
生
管
理
計
画
書
を
作
成

　

手
引
き
書
を
参
考
に
管
理
方
法
を
記
載
し

て
「
衛
生
管
理
計
画
」
を
完
成
さ
せ
ま
す
。

　

衛
生
管
理
計
画
に
は
、
一
般
衛
生
管
理

（
普
段
か
ら
行
っ
て
い
る
衛
生
管
理
）
と
重
要

管
理
（
取
り
扱
う
食
品
に
応
じ
て
行
う
衛
生

管
理
）
が
あ
り
ま
す
が
、
直
販
所
に
出
荷
さ

れ
て
い
る
方
は
一
般
衛
生
管
理
が
で
き
て
い
れ

ば
良
い
で
す
。

③
作
成
し
た
計
画
に
沿
っ
て
実
施
し

　

記
録
す
る

　

計
画
書
に
従
っ
て
実
行
し
記
録
・
確
認
し

ま
す
。

　

１
日
１
回
衛
生
管
理
計
画
ど
お
り
実
行
で

き
た
か
記
録
表
に
記
入
し
ま
す

　

で
き
て
い
れ
ば
○
印
を
付
け
、
何
か
問
題
の

あ
っ
た
と
き
に
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
か
を

記
入
し
ま
す
。
記
録
は
ペ
ン
で
記
入
し
ま
す
。

④
実
施
内
容
を
振
り
返
る

　

月
１
回
を
目
安
に
定
期
的
に
確
認
を
行

い
、
計
画
や
記
録
を
振
り
返
る
こ
と
で
リ
ス

ク
を
確
認
し
対
策
を
立
て
ま
す
。

営
業
許
可
制
度
の
見
直
し
・
営
業
届
出

制
度
の
創
設

　

①
営
業
許
可
が
必
要
な
業
種
が
増
え
、
漬

物
製
造
業
が
新
設
さ
れ
、
漬
物
類
に
も
営
業

許
可
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
令
和
３
年
５
月

31
日
時
点
で
営
業
し
て
い
た
場
合
は
、
令
和
６

年
５
月
31
日
ま
で
申
請
猶
予
が
あ
り
ま
す
。

　

②
お
茶
、
ジ
ャ
ム
、
こ
ん
に
ゃ
く
な
ど
の
製

造
者
は
、
保
健
所
へ
の
営
業
届
出
が
必
要
に

な
り
ま
し
た
。
農
産
加
工
の
う
ち
、
農
産
物

の
裁
断
・
乾
燥
だ
け
な
ら
届
出
は
不
要
で
す

が
、
茹
で
た
り
、
蒸
す
等
の
作
業
が
あ
る
場

合
（
茹
で
た
け
の
こ
や
山
菜
の
水
煮
等
）
は

届
出
が
必
要
で
す
。

　

届
出
が
必
要
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
場
合

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

新
し
い
原
料
原
産
地
表
示
制
度
に
つ
い
て

　

令
和
４
年
４
月
か
ら
、
国
内
で
製
造
さ
れ

る
全
て
の
加
工
食
品
の
重
量
割
合
上
位
１
位

の
原
材
料
に
原
産
地
の
表
示
が
必
要
と
な
り

ま
す
。（
表
１
・
２
）

　

加
工
食
品
を
出
荷
し
て
い
る
方
は
、
も
う
一

度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※国産の他、「都道府県名」、「その他一般に知られる地名」での表示も可能
　（例）「高知県産」「高知県製造」

（原材料）

生鮮食品（産地表示）

加工食品（製造地表示）

国産品の場合

国産（※）

国内製造（※）

輸入品の場合（例）

「中国産」、「アメリカ産」

「中国製造」、「アメリカ製造」

名称

原材料名

内容量

賞味期限

保存方法

製造者

焼き肉のたれ

100ｍｌ

令和４年３月５日

しょうゆ（小麦を含む、国内
製造）、にんにく、りんご、
たまねぎ、砂糖、ごま

直射日光、高温多湿を避け
て保存してください。
安芸　花子
高知県○○市○○町１－１－１
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▼
安
芸
地
区
に
も
農
業
の
女
性
経
営

者
は
増
え
て
お
り
、
た
く
ま
し
く
感

じ
て
い
ま
す
。
女
性
が
元
気
だ
と
、

地
域
も
元
気
に
な
り
ま
す
よ
ね
！  

全
力
で
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

女
性
に
と
っ
て
農
業
は
ハ
ー
ド
ル
の

高
い
仕
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

今
回
の
記
事
を
読
ん
で
身
近
な
職

業
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
女
性
農
家
の
活
躍
は
農
業

だ
け
で
な
く
、
高
知
県
の
活
性
化

に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

（
北
川
支
所
・
30
歳
）

▼
皆
さ
ん
の
頼
も
し
い
言
葉
や
輝
い

て
い
る
笑
顔
が
印
象
的
で
し
た
。
土

俵
は
違
っ
て
も
、
同
じ
目
的
を
持
っ

て
頑
張
る
仲
間
と
し
て
見
習
い
た
い

で
す
。

女
性
の
認
定
農
業
者
が
平
成
11
年

か
ら
31
年
ま
で
で
５
倍
増
え
て
い
る

と
の
こ
と
。
大
変
な
作
業
も
あ
る

だ
ろ
う
に
、
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
に

心
打
た
れ
ま
し
た
。

（
室
戸
支
所
・
68
歳
）

▼
コ
ロ
ナ
禍
で
現
地
検
討
会
な
ど
も

少
な
く
、
新
規
就
農
者
の
方
は
他

の
農
家
と
の
交
流
も
し
づ
ら
い
状
況

か
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
う
ぐ
り
が
少

し
で
も
活
力
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

就
農
１
年
目
な
の
で
「
輝
け
！  

新

農
人
」
は
刺
激
を
受
け
、
楽
し
く

読
ま
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
♪

（
あ
き
東
支
所
・
45
歳
）

▼
毎
号
、
楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
り

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
表
紙
は

年
に
約
12
人
し
か
登
場
し
な
い
の

で
、
と
て
も
貴
重
で
す
よ
！

▼
植
物
の
パ
ワ
ー
に
癒
さ
れ
て
、
心
も

身
体
も
健
や
か
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

広
報
の
つ
ぶ
や
き

　

昨
年
、
女
性
大
学
で
多
肉
植

物
の
寄
せ
植
え
を
し
て
か
ら
、
毎

日
生
長
を
観
察
す
る
の
が
日
課
に

な
っ
て
い
ま
す
。
か
わ
い
い
植
物

や
鉢
を
見
つ
け
て
は
、
仲
間
も
増

産
中
♪  

今
月
号
の
「
安
芸
地
区

か
ら
こ
ん
に
ち
は
」
で
は
、
多
肉

植
物
が
趣
味
の
方
を
取
材
さ
せ
て

い
た
だ
け
る
と
の
こ
と
で
楽
し
み

に
し
て
い
ま
し
た
！  

石
見
さ
ん
の

お
庭
一
面
に
植
え
ら
れ
た
多
肉
植

物
は
圧
巻
！  

貴
重
な
お
話
も
聞

か
せ
て
い
た
だ
き
、
大
変
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。
私
も
楽
し
み
な
が

ら
少
し
ず
つ
増
や
し
て
い
こ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。　
　
　

  

（
竹
村
）

税務相談日 令和４年３月17日（木）
あき支所３階会　　  場 10：00 ～ 16：00時　　  間

安芸地区本部　企画組合員課　0887－34－1515問い合わせ

こ
う
ぐ
り
が
届
く
た
び
、
ひ
ょ
っ
と

知
っ
て
い
る
人
が
出
て
い
る
か
な
？

と
夫
と
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
表
紙
の
方
が
夫
の
友
人
で
し

た
！  

と
て
も
素
敵
な
笑
顔
で
生
産

さ
れ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

（
奈
半
利
支
所
・
64
歳
）

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
毎
日
気
持
ち
が
塞
ぎ

が
ち
で
す
が
、
鉢
植
え
の
蘭
の
花
芽
を

発
見
し
ま
し
た
。
些
細
な
こ
と
が
私
の

気
持
ち
を
和
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

（
奈
半
利
支
所
・
71
歳
）

家の光おすすめ図書

●『甘酒・酒粕・麹のやさしいおやつ』
　 寺田聡美　著
　 定価：1,650円（税込）

　江戸時代から続く造り酒屋「寺田
本家」による発酵食品を使ったおや
つレシピ。砂糖・小麦粉・卵・乳製
品不使用で体にやさしく味わい深い。

●『マンガで楽しくわかる防災BOOK』
　 国崎信江　監修
　 定価：1,320円（税込）

　地震や津波、台風、洪水…いつ
襲ってくるかわからない災害に備えて、
必要な安全対策といざというときの対
処のポイントを伝える。

●『一生ものの味つけレシピ』
　 石原洋子　著
　 定価：1,650円（税込）

　料理がいまひとつおいしく作れない
と悩む人必見 ！  料理教室歴40年以
上の著者が、和洋中エスニックの定
番おかずの味つけを伝授。

●『つくりおきできる　お助けスープ』
　 岩﨑啓子　著
　 定価：1,430円（税込）

　超簡単つくりおきスープで気になる
不調を改善。電子レンジや市販品を
活用するなど、誰でも作れるレシピば
かり。 

●『手を眺めると、生命の不思議が見えてくる』
　 稲垣栄洋　著
　 定価：1,430円（税込）

　人間の体はこんなに不思議でおも
しろい ！  手を中心とした人体の仕組
みや、人間の進化の軌跡を描くサイ
エンスエッセイ。

●『多肉植物スタートBOOK』
　 黒田健太郎　著
　 定価：1,650円（税込）

　はじめて多肉植物を育てる人のため
に、手に入りやすく育てやすい20品
種を「フローラ黒田園芸」が厳選し
て紹介。

お問い合わせは各支所窓口まで ！


